
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

九

○
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
〇

告

示

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償

及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

一
一

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
に
係
る
介
護
補
償
の

金
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
一

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
新
設
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
二

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件
二
件

一
二

○
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
た
件

一
三

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件

一
三

○
新
た
な
土
地
改
良
事
業
を
行
う
こ
と
を
認
可
し
た
件

一
三

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件

一
四

公

告

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

一
四

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件
二
件

一
四

○
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件

一
五

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
教
育
委
員
会
に
係
る
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

一
五

○
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

一
五

正

誤

○
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
付
け
号
外
第
七
十
号
中

一
六

規

則

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
一
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

１
〜
６

（
略
）

１
〜
６

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
支
払
期
月
か
ら
一
年
を
経
過

二

前
号
の
支
払
期
月
か
ら
一
年
を
経
過

す
る
月
後
の
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き

す
る
月
後
の
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き

障
害
補
償
年
金
の
額
を
、
負
傷
若
し
く

障
害
補
償
年
金
の
額
を
、
百
分
の
五
に

は
死
亡
の
原
因
で
あ
る
事
故
の
発
生
の

当
該
支
払
期
月
以
後
の
経
過
年
数
（
当

日
又
は
診
断
に
よ
つ
て
疾
病
の
発
生
が

該
年
数
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

確
定
し
た
日
（
以
下
「
災
害
発
生
の
日
」

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
年
数
）
を

と
い
う
。
）
に
お
け
る
法
定
利
率
に
当

乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
で
除

該
支
払
期
月
以
後
の
経
過
年
数
（
当
該

し
て
得
た
額

年
数
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
年
数
）
を
乗

じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
で
除
し

て
得
た
額

８

前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
補
償
年
金
の

８

前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
補
償
年
金
の

支
給
の
停
止
が
終
了
す
る
月
に
係
る
障
害

支
給
の
停
止
が
終
了
す
る
月
に
係
る
障
害

補
償
年
金
の
額
は
、
当
該
終
了
す
る
月
が
、

補
償
年
金
の
額
は
、
当
該
終
了
す
る
月
が
、

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
令和３年１月15日 金曜日 福 島 県 報 第166号9



令和３年１月15日 金曜日 福 島 県 報 第166号 10

同
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
か
ら
起
算
し

同
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

て
一
年
以
内
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
か
ら
同

障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
か
ら
同

項
の
規
定
に
よ
り
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ

項
の
規
定
に
よ
り
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ

き
当
該
障
害
補
償
年
金
の
額
の
全
額
に
つ

き
当
該
障
害
補
償
年
金
の
額
の
全
額
に
つ

き
支
給
の
停
止
さ
れ
る
期
間
に
係
る
同
項

き
支
給
の
停
止
さ
れ
る
期
間
に
係
る
同
項

の
規
定
に
よ
る
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に

の
規
定
に
よ
る
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
全
額
停
止
期
間
に
係
る
合
計
額
」

お
い
て
「
全
額
停
止
期
間
に
係
る
合
計
額
」

と
い
う
。
）
を
差
し
引
い
た
額
、
当
該
支

と
い
う
。
）
を
差
し
引
い
た
額
、
当
該
支

払
期
月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
場

払
期
月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
障
害
補
償
年
金
前

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
障
害
補
償
年
金
前

払
一
時
金
の
額
か
ら
全
額
停
止
期
間
に
係

払
一
時
金
の
額
か
ら
全
額
停
止
期
間
に
係

る
合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
に
災
害
発
生

る
合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
に
百
分
の
五

の
日
に
お
け
る
法
定
利
率
に
当
該
終
了
す

に
当
該
終
了
す
る
月
の
同
項
に
規
定
す
る

る
月
の
同
項
に
規
定
す
る
経
過
年
数
を
乗

経
過
年
数
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え

じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て

た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当

得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
終
了
す
る
月

該
終
了
す
る
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
当
該

に
支
給
さ
れ
る
べ
き
当
該
障
害
補
償
年
金

障
害
補
償
年
金
の
額
か
ら
差
し
引
い
た
額

の
額
か
ら
差
し
引
い
た
額
と
す
る
。

と
す
る
。

９
〜

（
略
）

９
〜

（
略
）

13

13

（
略
）

（
略
）

14

14

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
支
払
期
月
か
ら
一
年
を
経
過

二

前
号
の
支
払
期
月
か
ら
一
年
を
経
過

す
る
月
後
の
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き

す
る
月
後
の
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き

遺
族
補
償
年
金
の
額
を
、
災
害
発
生
の

遺
族
補
償
年
金
の
額
を
、
百
分
の
五
に

日
に
お
け
る
法
定
利
率
に
当
該
支
払
期

当
該
支
払
期
月
以
後
の
経
過
年
数
（
当

月
以
後
の
経
過
年
数
（
当
該
年
数
に
一

該
年
数
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
年
数
）
を

を
切
り
捨
て
た
年
数
）
を
乗
じ
て
得
た

乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
で
除

数
に
一
を
加
え
た
数
で
除
し
て
得
た
額

し
て
得
た
額

前
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
年
金
の

前
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
年
金
の

15

15

支
給
の
停
止
が
終
了
す
る
月
に
係
る
遺
族

支
給
の
停
止
が
終
了
す
る
月
に
係
る
遺
族

補
償
年
金
の
額
は
、
当
該
終
了
す
る
月
が
、

補
償
年
金
の
額
は
、
当
該
終
了
す
る
月
が
、

同
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
か
ら
起
算
し

同
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

て
一
年
以
内
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
か
ら
同

遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
か
ら
同

項
の
規
定
に
よ
り
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ

項
の
規
定
に
よ
り
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ

き
当
該
遺
族
補
償
年
金
の
額
の
全
額
に
つ

き
当
該
遺
族
補
償
年
金
の
額
の
全
額
に
つ

き
支
給
が
停
止
さ
れ
る
期
間
に
係
る
同
項

き
支
給
が
停
止
さ
れ
る
期
間
に
係
る
同
項

の
規
定
に
よ
る
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に

の
規
定
に
よ
る
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
全
額
停
止
期
間
に
係
る
合
計
額
」

お
い
て
「
全
額
停
止
期
間
に
係
る
合
計
額
」

と
い
う
。
）
を
差
し
引
い
た
額
、
当
該
支

と
い
う
。
）
を
差
し
引
い
た
額
、
当
該
支

払
期
月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
場

払
期
月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
遺
族
補
償
年
金
前

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
遺
族
補
償
年
金
前

払
一
時
金
の
額
か
ら
全
額
停
止
期
間
に
係

払
一
時
金
の
額
か
ら
全
額
停
止
期
間
に
係

る
合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
に
災
害
発
生

る
合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
に
百
分
の
五

の
日
に
お
け
る
法
定
利
率
に
当
該
終
了
す

に
当
該
終
了
す
る
月
の
同
項
に
規
定
す
る

る
月
の
同
項
に
規
定
す
る
経
過
年
数
を
乗

経
過
年
数
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え

じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て

た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当

得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
終
了
す
る
月

該
終
了
す
る
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
当
該

に
支
給
さ
れ
る
べ
き
当
該
遺
族
補
償
年
金

遺
族
補
償
年
金
の
額
か
ら
差
し
引
い
た
額

の
額
か
ら
差
し
引
い
た
額
と
す
る
。

と
す
る
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

16

18

16

18

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
附
則
第
七
項
第
二
号
、
第
八
項
、
第
十
四
項
第
二
号
及

び
第
十
五
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
附
則
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
補
償
年
金
の
支
給
停
止
並
び
に

同
規
則
附
則
第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
年
金
の
支
給
停
止
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
規
則
第
二
号

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
別
表
第
一
知
事
の
部
三
の
項
及
び
四
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
福
島
県
私
立
高
等
学

校
専
攻
科
支
援
金
交
付
要
綱
（
令
和
二
年
八
月
十
八
日
制
定
）
で
定
め
る
専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
も
の

二

収
入
の
状
況
の
定
期
的
な
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
も
の

三

支
給
の
再
開
の
申
出
を
行
う
者
の
収
入
の
状
況
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す

る
も
の

第
三
条
中
「
令
第
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
命
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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加
え
る
。

２

条
例
別
表
第
二
知
事
の
部
二
の
項
事
務
の
欄
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す

る
事
務
と
し
、
同
部
二
の
項
特
定
個
人
情
報
の
欄
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
命
令
第
五
十
三
条
第

一
号
か
ら
第
四
号
に
規
定
す
る
情
報
と
す
る
。

３

条
例
別
表
第
二
知
事
の
部
三
の
項
事
務
の
欄
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す

る
事
務
と
し
、
同
部
三
の
項
特
定
個
人
情
報
の
欄
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
命
令
第
五
十
八
条
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
情
報
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
情
報
政
策
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
六
十
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休

業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補

償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
（
平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
二
十
歳
未
満
の
項
中
「
四
、
九
〇
〇
円
」
を
「
四
、
九
八
一
円
」
に
、
「
一
三
、
二
八
五

円
」
を
「
一
三
、
三
四
二
円
」
に
改
め
、
同
表
二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
五
、
四
八
四

円
」
を
「
五
、
五
四
三
円
」
に
、
「
一
三
、
二
八
五
円
」
を
「
一
三
、
三
四
二
円
」
に
改
め
、
同
表
二

十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
〇
一
〇
円
」
を
「
六
、
〇
五
一
円
」
に
、
「
一
四
、
二
四
九

円
」
を
「
一
四
、
一
五
七
円
」
に
改
め
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
三
八
九
円
」

を
「
六
、
四
七
五
円
」
に
、
「
一
七
、
二
八
五
円
」
を
「
一
七
、
一
〇
四
円
」
に
改
め
、
同
表
三
十
五

歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
七
六
〇
円
」
を
「
六
、
七
八
三
円
」
に
、
「
一
九
、
〇
五
二
円
」

を
「
一
九
、
三
二
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
七
、
〇
四
二
円
」
を

「
七
、
〇
三
一
円
」
に
、
「
二
一
、
三
九
九
円
」
を
「
二
一
、
二
三
五
円
」
に
改
め
、
同
表
四
十
五
歳

以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
二
三
、
三
〇
四
円
」
を
「
二
三
、
二
六
六
円
」
に
改
め
、
同
表
五
十
歳
以

上
五
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
九
一
三
円
」
を
「
六
、
九
九
五
円
」
に
、
「
二
五
、
二
三
二
円
」
を

「
二
五
、
五
〇
三
円
」
に
改
め
、
同
表
五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
項
中
「
六
、
四
二
四
円
」
を
「
六
、

五
四
三
円
」
に
、
「
二
四
、
七
九
七
円
」
を
「
二
五
、
五
一
五
円
」
に
改
め
、
同
表
六
十
歳
以
上
六
十

五
歳
未
満
の
項
中
「
五
、
二
二
一
円
」
を
「
五
、
三
一
五
円
」
に
、
「
一
九
、
七
六
九
円
」
を
「
二
〇
、

五
一
一
円
」
に
改
め
、
同
表
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
三
、
九
六
〇
円
」
を
「
三
、
九
七

〇
円
」
に
、
「
一
四
、
九
九
七
円
」
を
「
一
四
、
九
八
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
七
十
歳
以
上
の
項
中
「
三
、

九
六
〇
円
」
を
「
三
、
九
七
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
二
八
五
円
」
を
「
一
三
、
三
四
二
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
（
本
則
の
表
二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
二
四
九
円
」
を
「
一
四
、

一
五
七
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
一
七
、
二
八
五
円
」
を

「
一
七
、
一
〇
四
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
七
、
〇
四
二

円
」
を
「
七
、
〇
三
一
円
」
に
、
「
二
一
、
三
九
九
円
」
を
「
二
一
、
二
三
五
円
」
に
改
め
る
部
分
、

同
表
四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
二
三
、
三
〇
四
円
」
を
「
二
三
、
二
六
六
円
」
に
改
め

る
部
分
及
び
同
表
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
九
九
七
円
」
を
「
一
四
、
九
八
〇

円
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
（
次
項
に

お
い
て
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年

金
た
る
補
償
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補

償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め

る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
補
償
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
内
払
と

み
な
す
。

４

こ
の
規
程
（
本
則
の
表
二
十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
二
四
九
円
」
を
「
一
四
、

一
五
七
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
三
十
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
一
七
、
二
八
五
円
」
を

「
一
七
、
一
〇
四
円
」
に
改
め
る
部
分
、
同
表
四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
項
中
「
七
、
〇
四
二

円
」
を
「
七
、
〇
三
一
円
」
に
、
「
二
一
、
三
九
九
円
」
を
「
二
一
、
二
三
五
円
」
に
改
め
る
部
分
、

同
表
四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
項
中
「
二
三
、
三
〇
四
円
」
を
「
二
三
、
二
六
六
円
」
に
改
め

る
部
分
及
び
同
表
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
項
中
「
一
四
、
九
九
七
円
」
を
「
一
四
、
九
八
〇

円
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
の
限
度
額
を
定
め
る
規
程
の
規
定
は
、

令
和
三
年
一
月
十
五
日
以
後
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び
同
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が

生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
償
及
び

同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
休
業
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
告
示
第
六
十
一
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
に
係
る
介
護
補
償
の
金
額
を
定
め
る
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄
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県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
に
係
る
介
護
補
償
の
金
額
を

定
め
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
に
係
る
介
護
補
償
の
金
額
を
定
め
る
規
程

（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
中
「
一
六
五
、
一
五
〇
円
」
を
「
一
六
六
、
九
五
〇
円
」

に
、
「
七
〇
、
七
九
〇
円
」
を
「
七
二
、
九
九
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項

中
「
八
二
、
五
八
〇
円
」
を
「
八
三
、
四
八
〇
円
」
に
、
「
三
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
六
、
五
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
に
係
る
介
護
補
償
の
金
額
を

定
め
る
規
程
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
の
期
間
に
係
る
介
護
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
告
示
第
六
十
二
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
新
設
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
及
び
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
三
年
一
月
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業

振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課

及
び
川
俣
町
産
業
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ
川
俣
店

福
島
県
伊
達
郡
川
俣
町
大
字
鶴
沢
字
社
前
八
三
番
一
ほ
か

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名

称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者

名
称

株
式
会
社
ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

橋
浦

龍
典

住
所

福
島
県
福
島
市
笹
谷
字
片
目
清
水
三
〇
番
地
の
四

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者

名
称

株
式
会
社
ハ
シ
ド
ラ
ッ
グ

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

橋
浦

龍
典

住
所

福
島
県
福
島
市
笹
谷
字
片
目
清
水
三
〇
番
地
の
四

三

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

令
和
三
年
八
月
二
十
九
日

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

千
六
百
七
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

五

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

１

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

㈠

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

㈡

収
容
台
数

六
十
六
台

２

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

㈠

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

㈡

収
容
台
数

十
台

３

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積

㈠

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

㈡

面
積

六
十
平
方
メ
ー
ト
ル

４

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

㈠

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

㈡

容
量

九
・
七
二
立
方
メ
ー
ト
ル

六

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

㈠

開
店
時
刻

午
前
九
時
（
年
間
十
日
は
午
前
七
時
）

㈡

閉
店
時
刻

午
後
九
時

２

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
（
年
間
十
日
は
午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
九

時
三
十
分
ま
で
）

３

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

㈠

数

四
か
所

㈡

位
置

別
紙
図
面
の
と
お
り

４

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

七

届
出
年
月
日

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

（
「
別
紙
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
六
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

一
月
十
五
日
か
ら
同
年
二
月
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
商

業
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄
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一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
ル
ト
新
尼
子
店

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
尼
子
町
三
丁
目
一
番
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

交
通
に
係
る
事
項

当
該
店
舗
の
新
設
に
よ
り
交
通
量
の
増
大
が
予
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
入
口
の
配
置
等
に
は

十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

ま
た
、
通
勤
時
な
ど
混
雑
時
に
お
け
る
警
備
員
の
配
置
及
び
減
速
・
一
時
停
止
を
促
す
注
意
喚

起
の
標
示
を
行
う
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

特
に
、
当
該
店
舗
周
辺
は
小
学
校
及
び
中
学
校
の
通
学
区
域
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

２

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

建
築
工
事
期
間
中
又
は
営
業
開
始
後
、
苦
情
等
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
に

指
導
等
を
仰
ぎ
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

３

廃
棄
物
に
係
る
事
項

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
な
ど
、
適
切
に
処
理
を
進
め
る
こ

と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
六
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
の
新
設
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

一
月
十
五
日
か
ら
同
年
二
月
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
鏡
石
町
産
業
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（
仮
称
）
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
鏡
石
店

福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
中
町
九
七
番
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鏡
石
町
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

出
入
交
通
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
の
確
保
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

２

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

福
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
及
び
鏡
石
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の
排
出

抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

３

防
犯
対
策
へ
の
協
力

当
該
店
舗
は
、
午
前
〇
時
ま
で
の
営
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
夜
帯
の
営
業
に
あ

た
っ
て
は
特
に
防
犯
対
策
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

４

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

当
該
地
区
は
、
騒
音
規
制
法
及
び
福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
規
制

地
域
に
該
当
す
る
の
で
、
特
定
施
設
に
該
当
す
る
も
の
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
町
へ
の
届
出
を

す
る
こ
と
。

建
設
工
事
の
際
に
、
特
定
建
設
作
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、
騒
音
規
制
法
及
び
振
動
規
制
法
に

基
づ
く
届
出
を
す
る
こ
と
。

５

廃
棄
物
に
係
る
事
項
等

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
に
つ
い
て
は
、
鏡
石
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
排
出
者
自
ら
又
は
許
可
業
者
に
委
託
を
し
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

６

そ
の
他

自
動
販
売
機
に
よ
り
飲
食
料
品
を
販
売
す
る
場
合
は
、
鏡
石
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

に
基
づ
き
適
正
な
処
理
と
届
出
を
す
る
こ
と
。

出
店
後
に
お
い
て
も
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
保
全
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
問
題
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
誠
意
あ
る
対
応
を
行
う
こ
と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
六
十
五
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

相
馬
加
入
区
の
指
定
漁
船
所
有
者
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
指
定
漁
船
の
全
部
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
同
意
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
水

産

課
）

福
島
県
告
示
第
六
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
雄
国
山

麓
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
令

和
三
年
一
月
六
日
認
可
し
た
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
公
示
第
六
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
玉
土
地
改
良
区
が
大
玉
地
区
維
持
管
理
事
業
計
画
に
係
る
新
た
な
土
地

改
良
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
認
可
し
た
。
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令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変

更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る

た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。

当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

星
ユ
リ
子

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
二
年
福
島
県
告
示
第
八
百
六
十
八
号
）
に
よ
る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

公

告

公
告
第
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

三
春
町
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
藤

洋
一

田
村
郡
三
春
町
大
字
沼
沢
字
新
屋
敷
一
一
七
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

東
和
町
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
●

源
市

二
本
松
市
針
道
字
富
沢
六
〇
番
地

同

太
田

実

同

市
太
田
字
下
太
北
六
三
番
地

同

南
部

勲

同

市
針
道
字
下
幕
ノ
内
三
八
番
地

同

武
藤

良
一

同

市
木
幡
字
直
道
四
五
番
地

同

大
内

正
勝

同

市
戸
沢
字
大
六
天
九
番
地

同

三
浦

洋
市

同

市
太
田
字
下
小
田
一
〇
番
地

同

三
浦

儀
則

同

市
針
道
字
五
反
田
二
四
番
地

同

鴫
原

昌
光

同

市
木
幡
字
杉
田
二
〇
三
番
地

監
事

石
井

栄
吉

同

市
戸
沢
字
桐
ノ
草
八
五
番
地

同

太
田

栄
一

同

市
太
田
字
仙
道
内
五
八
番
地

同

佐
藤

恭
一

同

市
木
幡
字
上
山
田
二
五
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
●

源
市

二
本
松
市
針
道
字
富
沢
六
〇
番
地

同

太
田

実

同

市
太
田
字
下
太
北
六
三
番
地

同

鴫
原

昌
光

同

市
木
幡
字
杉
田
二
〇
三
番
地

同

佐
藤

恭
一

同

市
木
幡
字
上
山
田
二
五
番
地

同

三
浦

儀
則

同

市
針
道
字
五
反
田
二
四
番
地

同

大
内

正
勝

同

市
戸
沢
字
大
六
天
九
番
地

同

髙
橋

孝

同

市
針
道
字
仲
ノ
内
八
四
番
地

同

安
藤

博

同

市
太
田
字
大
ケ
作
一
一
七
番
地

監
事

武
藤

清
志

同

市
木
幡
字
鶴
巻
一
四
番
地

同

菅
野

哲
雄

同

市
太
田
字
白
髭
三
六
番
地

同

●
野

義
夫

同

市
戸
沢
字
東
福
田
内
九
五
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

広
野
町
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

���
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役
別

氏
名

あ

住
所

理
事

渡
邉

正
俊

双
葉
郡
広
野
町
大
字
上
北
迫
字
北
の
内
前
二
三
番
地

同

大
和
田

義
英

同

郡
同

町
大
字
下
北
迫
字
東
町
一
四
番
地

同

門
馬

巧

同

郡
同

町
大
字
上
北
迫
字
土

目
木
五
番
地

ケ

同

白
圡

庄
一

同

郡
同

町
大
字
上
浅
見
川
字
小
松
一
六
五
番
地

同

猪
狩

和
也

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
大
平
八
二
番
地
一

同

矢
内

豊

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
亀

崎
二
番
地

ケ

同

北
郷

伯
弘

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
舘
二
四
一
番
地

監
事

根
本

賢
仁

同

郡
同

町
大
字
下
浅
見
川
字
松
下
一
二
番
地

同

矢
内

光
正

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
上
原
一
一
番
地

同

松
本

幸
一

同

郡
同

町
大
字
下
北
迫
字
宮
田
六
四
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

あ

住
所

理
事

渡
邉

正
俊

双
葉
郡
広
野
町
大
字
上
北
迫
字
北
の
内
前
二
三
番
地

同

大
和
田

義
英

同

郡
同

町
大
字
下
北
迫
字
東
町
一
四
番
地

同

門
馬

巧

同

郡
同

町
大
字
上
北
迫
字
土

目
木
五
番
地

ケ

同

白
圡

庄
一

同

郡
同

町
大
字
上
浅
見
川
字
小
松
一
六
五
番
地

同

猪
狩

和
也

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
大
平
八
二
番
地
一

同

矢
内

豊

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
亀

崎
二
番
地

ケ

同

北
郷

伯
弘

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
舘
二
四
一
番
地

監
事

根
本

賢
仁

同

郡
同

町
大
字
下
浅
見
川
字
松
下
一
二
番
地

同

矢
内

光
正

同

郡
同

町
大
字
折
木
字
上
原
一
一
番
地

同

小
野

修
司

同

郡
同

町
大
字
下
北
迫
字
折
返
六
四
番
地
一
八

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら
い
わ
き
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
施
設
の
変
更
に
係
る
関
係
図

書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
に
係
る
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

福
島
県
教
育
委
員
会
に
係
る
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
教
育
委
員
会
に
係
る
福
島
県
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
教
育
委
員
会
の
部
三
の
項
」
を
「
教
育
委
員
会
の
部
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
別
表
第
一
教
育
委
員
会
の
部
三
の
項
及
び
四
の
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、

福
島
県
高
等
学
校
等
専
攻
科
の
生
徒
へ
の
修
学
支
援
金
交
付
要
綱
（
令
和
二
年
十
月
二
日
制
定
）
で

定
め
る
専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
も
の

二

収
入
の
状
況
の
定
期
的
な
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
も
の

三

受
給
権
者
の
保
護
者
等
に
つ
い
て
変
更
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
の
、
収
入
の
状
況
の
届
出
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
も
の

四

支
給
再
開
の
申
出
を
行
う
者
の
収
入
の
状
況
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る

も
の

第
三
条
第
三
項
中
「
教
育
委
員
会
の
部
三
の
項
」
を
「
教
育
委
員
会
の
部
五
の
項
」
に
、
「
前
条
第

三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
、
「
同
部
三
の
項
」
を
「
同
部
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

条
例
別
表
第
二
教
育
委
員
会
の
部
三
の
項
事
務
の
欄
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
前

条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
と
し
、
同
部
三
の
項
特
定
個
人
情
報
の
欄
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
情
報
は
、
命
令
第
五
十
三
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
に
規
定
す
る
情
報
と
す
る
。

４

条
例
別
表
第
二
教
育
委
員
会
の
部
四
の
項
事
務
の
欄
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
前

条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
と
し
、
同
部
四
の
項
特
定
個
人
情
報
の
欄
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
情
報
は
、
命
令
第
五
十
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
情
報
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
教
育
総
務
課
）

技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。
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令
和
三
年
一
月
十
五
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規

則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

技
能
労
務
職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令

和
二
年
政
令
第
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
県
民
の
生
命
及

び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業
で
あ
つ
て
教
育
長
が
定
め
る
も
の

に
従
事
し
た
と
き
は
、
技
能
労
務
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
と
し
て
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
を
支
給

す
る
。

５

前
項
の
感
染
症
防
疫
等
作
業
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
の
第
九
条
第
三
項
第
一
号
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
号
中
「
七
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
円
」
と
す
る
。

別
表
第
三
備
考
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
令
和
二

年
二
月
一
日
か
ら
、
別
表
第
三
の
規
定
は
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２

改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
技
能
労
務
職
員
の
給
与
及
び

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に

よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

（
職

員

課
）

正

誤

ペ
ー
ジ

段

行

正

誤

○
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
付
け
号
外
第
七
十
号
中

一

下

後
ろ
か

高

髙

ら
二

二

上

後
ろ
か

陣

陳

ら
九

下

一
九

荻

萩

五

上

後
ろ
か

高

髙

ら
一
一

下

一
四

陣

陳

後
ろ
か

荻

萩

ら
五


